
ツマグロキチョウ 
 
本州、四国、九州に分布しますが、キタキチョウよりは分布北限

が多少南にかたより、その発生地はやや局地的な傾向があります。 

近年、このチョウは全国的に個体数の激減が目立ち、環境省のレ

ッドデータブックでは、絶滅危惧Ⅱ類に指定されています。神奈

川県、東京都、埼玉県、千葉県では、すでに絶滅が確認されてい

ます。 

5 月下旬～6 月上旬頃より出現、以後発生を繰り返し、9 月頃よ

り 11 月にかけて秋型が発生、秋型は産卵することなく越冬に入り

ます。越冬した個体は、春季 3～5月にかけて活動します。 

成虫の飛び方は緩やかで、カタバミ、キンセンカ、アザミ類、ス

ミレ類等多くの花の蜜を吸います。 

幼虫の食草は、カワラケツメイ（マメ科）のみです。 

 

富士市での現状 

 食草のカワラケツメイが自生している大淵地区や丸火自然公園の南側、北松野地区等で見ることができます。 

 

 

ツマグロキチョウを確認したメッシュ 


